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歳出
803億円

歳入
803億円

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政

進
展
の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化

を
開
始
す
る
な
ど
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
支
援
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
対
策
に
機

動
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の

利
便
性
や
生
活
の
満
足
度
を
高
め
る
自

治
体
D
X
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組

を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
第
２
次
熊
谷
市
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た

８
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
８
つ
の
政
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

政
策
理
念
に
掲
げ
る
「
新
熊
谷
ブ
ラ
ン

ド
の
創
造
」
の
実
現
に
向
け
、
予
算
規

模
８
０
３
億
円
、対
前
年
度
比
６
億
円
、

率
に
し
て
0.
7
5
％
増
の
予
算
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
子
育
て

支
援
・
保
健
拠
点
施
設
「
く
ま
キ
ッ
ズ
」

を
核
と
し
て
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、
教
育
環
境
の
向
上
と
災
害
時

の
避
難
所
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
た

小
中
学
校
の
体
育
館
空
調
整
備
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
地
域
資
源
や
特
性
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
「（
仮
称
）

第
二
中
央
生
涯
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の
整

備
を
は
じ
め
と
し
た
次
世
代
の
た
め
の

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
が
実
を
結
び
、
選
ば

れ
る
熊
谷
市
と
な
る
よ
う
、
市
民
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
健
全
財
政
を
維
持

し
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

熊谷市長

小林 哲也
こばやし てつや

予
算
の
概
要

一般会計

特別会計

水道事業

下水道事業

合　　計

803億円

249億6,900万円

188億6,021万円

6億8,600万円

15億4,015万円

38億8,264万円

87億8,800万円

80億7,500万円

1,221億 3200万円

令
和
8
年
度

令
和
8
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和 8年度当初予算額 一般会計　歳入・歳出の内訳

財
政
課
　
　
内
線
２
４
１

問

国民健康
保険

公共用地
先行取得

土地区画
整理事業

後期高齢
者医療

.

民生費
355億 7,362万円
（44.3%）

土木費
104億 5,639万円
（13.0%）

総務費
89億 8,074万円
（11.2%）

教育費
74億 126万円
（9.2%）

衛生費
66億 7,142万円
（8.3%）

公債費
43億 2,305万円
（5.4%）

消防費
31億 847万円
（3.9%）

商工費
16億 1,666万円
（2.0%）

農林水産業費
12億 5,647万円
（1.6%）

その他
9億 1,192万円
（1.1％）

民生費
355億 7,362万円
（44.3%）

土木費
104億 5,639万円
（13.0%）

総務費
89億 8,074万円
（11.2%）

教育費
74億 126万円
（9.2%）

衛生費
66億 7,142万円
（8.3%）

公債費
43億 2,305万円
（5.4%）

消防費
31億 847万円
（3.9%）

商工費
16億 1,666万円
（2.0%）

農林水産業費
12億 5,647万円
（1.6%）

その他
9億 1,192万円
（1.1％）

市税
327億 7,800万円
（40.8%）

国庫支出金
153億 2,395万円
（19.1%）

地方交付税
73億 5,000万円
（9.2%）

県支出金
66億 2,113万円
（8.2%）

市債
22億 8,350万円
（2.8%）

繰入金
44億 3,316万円
（5.5%）

地方消費税交付金
54億円
（6.7%）

諸収入
19億 2,765万円
（2.4%）

繰越金
10億円
（1.2%）

使用料及び手数料
7億 1,944万円
（0.9%）

地方譲与税
6億 3,479万円
（0.8%）

法人事業税交付金
5億 1,100万円
（0.6%）

その他
13億 1,738万円
（1.6%）

市税
327億 7,800万円
（40.8%）

国庫支出金
153億 2,395万円
（19.1%）

地方交付税
73億 5,000万円
（9.2%）

県支出金
66億 2,113万円
（8.2%）

市債
22億 8,350万円
（2.8%）

繰入金
44億 3,316万円
（5.5%）

地方消費税交付金
54億円
（6.7%）

諸収入
19億 2,765万円
（2.4%）

繰越金
10億円
（1.2%）

使用料及び手数料
7億 1,944万円
（0.9%）

地方譲与税
6億 3,479万円
（0.8%）

法人事業税交付金
5億 1,100万円
（0.6%）

その他
13億 1,738万円
（1.6%）
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物価高騰対策物価高騰対策

　埼玉県と共同で整備を進める北部地域振興交流拠点施設・市庁舎の整備に向け、実施方針を策定するとともに、
オフィスの実証実験や行政文書の電子化などを行います。

　市民活動支援センター、コミュニティセンター、勤労青少年ホームなどを集約し、異分野・多世代が交流できる施設
を整備します。令和９年１０月のオープンに向けた建設工事を行います。

　これまで大里広域市町村圏組合で準備を進めてきた新たなごみ焼却施設について、熊谷市単独で整備することとなっ
たため、令和１４年度の供用開始を目指し、事業者の選定方法の検討などを行います。

　新たなごみ焼却施設の焼却時に発生する余熱を利用し、健康増進や小中学校のプールの代替機能としても活用できる
水浴施設の整備に向け、基本構想・基本計画を策定します。

　施設の老朽化が著しい江南分署および大里分署を統合して新たに南部地区に消防庁舎を整備するための基本計画を策
定します。

　物価高騰の影響を受けている世帯や事業者を支援するため、水道料金の基本料金を４か月分免除します。妻沼小島地
区については、太田市域における基本料金相当分を別途補助します。

　児童館と児童クラブを併設したこども館、保育所、保健センター、休日・夜間急患診療所などの機能を集約した「くま
キッズ」において、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行います。

　乳児の健康管理や病気の早期発見につなげるため、新たに生後１か月児に対する健康診査の費用の一部を助成し、出
産後から就学前までの切れ目のない健康診査の実施体制を整備します。

　小学校の給食費について、国の制度に基づき、本年４月から無償化し、子育て世帯の経済的な負担軽減を図ります。

　中学校の給食費について、食材費の高騰に伴う給食費改定分を支援し、子育て世帯の経済的な負担軽減を図ります。

　児童・生徒の教育環境の充実と災害時の避難所環境の改善のため、順次、小中学校の体育館に空調を整備します。本
年度は、小学校５校（石原・久下・奈良・妻沼・江南北小）、中学校３校（中条・別府・大里中）において設置工事を行
うほか、長井小学校の断熱改修工事を実施します。また、次年度以降の工事に向けた設計を進めます。

　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） による市民生活の利便性向上と新たな経済活動の創出に向け、多様な関
係者との密な連携を構築し、スマートシティの取組を推進します。ロボット実証サポート都市の実現に向け、３Ｄ空間
とロボットを活用した取組にも着手します。

　保育所などの入所申請における保護者の利便性向上を図るため、オンライン申請を導入します。本年度中の運用開始
に向け、システムを構築します。

　スマート農業技術の導入を加速させ、より生産性の高い食料供給体制を確立するとともに、農業の持続的な発展
を図るため、農業者が新たに購入するスマート農業機械類などの費用の一部を補助します。

親子の笑顔が輝くまちづくり親子の笑顔が輝くまちづくり

次世代のための公共施設マネジメント次世代のための公共施設マネジメント

スマートシティ(※)関連事業スマートシティ(※)関連事業 ※ICT などの先進的な技術をいかしたまちづくり
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誘
客
と
市
内
周
遊
に
よ
る
観
光
を
促
進
し
ま
す
。

　
災
害
時
の
連
携
協
力
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
防
災
知
識
や
減
災
へ
の
備
え
の
向
上
を
目
指

し
、
埼
玉
県
と
共
同
で
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

　
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
、
造
血
幹
細
胞
移
植

後
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
、
男
子
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

ほ
か
、
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
歯
科
検
診
に
つ
い
て
、
新
た
に
25
歳
と
35
歳
を

対
象
に
加
え
、
５
歳
間
隔
で
の
歯
科
検
診
の
機
会

を
確
保
し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
妊
娠
や
出
産
を
望
む
方
を
更
に

支
援
す
る
た
め
、
治
療
費
に
加
え
て
本
年
度
か
ら

通
院
に
係
る
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
祭
典
で
あ
る「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」を
通
じ
、

高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
本
市
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ラ
グ
ビ
ー
の
２
種

目
を
開
催
・
運
営
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
保
育
所
な

ど
に
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
の

成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
、
省
エ
ネ

性
能
を
有
す
る
家
電
（
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
お
よ

び
冷
凍
庫
）
を
購
入
す
る
世
帯
に
対
し
、
購
入
金

額
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
宅
を
所
有
し
当
該
家
屋
に
居
住
す
る

方
の
ほ
か
、
市
内
に
空
き
家
を
所
有
す
る
方
に
対

し
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
家
屋
へ
の
侵
入

防
除
に
係
る
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
を
活
用
し
た
中
小

企
業
者
な
ど
に
よ
る

新
た
な
製
品
開
発
や

既
存
製
品
の
改
良
を

促
進
す
る
た
め
、
開

発
な
ど
に
係
る
経
費

の
一部
を
補
助
し
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
に
よ
る
市
産
品
の
更
な

る
価
値
向
上
に
向
け
、
新
た
な
加
工
品
な
ど
の

開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
熊
谷
な
ら
で
は

の
農
産
物
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
農
業
者
の
経
営
安
定
・
発
展
を
支
援
し
、
市
内

農
業
者
数
の
維
持
・
確
保
と
と
も
に
、
農
産
物
の

安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
農
業
者
が
新
た
に
購
入

す
る
農
業
機
械
の
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
オ
フィ
ス
需
要
を
喚
起
す
る
た

め
、
都
内
な
ど
に
拠
点
を
置
く
企
業
を
対
象
に
、

本
市
の
特
性
や
進
出
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
企
業
誘

致
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
活
動
す
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
と
連
携
し
、
継
続
的
な

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
盛
り
上
げ
や
新
た
な
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
各
チ
ー
ム
の

デ
ザ
イ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
作
製

し
て
設
置
し
ま
す
。

　
日
本
で
最
初
の
公
認
女
性
医
師
と
な
っ
た
郷
土

の
偉
人
「
荻
野
吟
子
」
の
功
績
を
顕
彰
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
知
名
度
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

令
和
8
年
度
の
主
な
事
業
（
数
字
は
予
算
額
）

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

荻野吟子
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令
和
７
年
度
に
整
備
し
た
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池

で
親
子
が
よ
り
楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

日
陰
施
設
を
設
置
し
ま
す
。

　
妻
沼
地
域
の
東
西
幹
線
道
路
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
う
年
代
八
ツ
口
線
の
未
整
備
区
間
を

整
備
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
物
件
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
国
道
17
号
自
衛
隊
入
口
交
差
点
か
ら
県
道
原

郷
熊
谷
線
新
堀(

北)

交
差
点
ま
で
の
西
側
の
歩

道
整
備
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
用
地
測
量
と

詳
細
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
熊
谷
駅
南
口
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
国
と
連
携

し
て
河
川
空
間
と
ま
ち
空
間
が
融
合
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
本
年
度
は
、
荒
川
緑
地

の
再
整
備
に
向
け
た
詳
細
設
計
や
社
会
実
験
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
生
活
道
路
の
側
溝
整
備
や
舗
装
新
設
・
補
修
、

排
水
路
の
整
備
・
修
繕
な
ど
、
自
治
会
な
ど
か

ら
要
望
の
多
い
生
活
環
境
の
改
善
を
引
き
続
き

進
め
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
校
舎
の
外
壁
改
修
な
ど
を
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
熊
谷
西
小
学

校
と
佐
谷
田
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

防
災
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
配
布
し
ま
す
。

　
日
本
で
最
初
の
公
認
女
性
医
師
と
な
っ
た
郷

土
の
偉
人
「
荻
野
吟
子
」
の
功
績
と
生
涯
を
親

し
み
や
す
い
マ
ン
ガ
形
式
で
紹
介
し
、
そ
の
事

績
を
広
く
伝
え
、郷
土
へ
の
誇
り
を
醸
成
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

老
朽
化
し
た
妻
沼
図
書
館
の
大
規
模
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　
郷
土
熊
谷
に
関
連
す
る
国
指
定
重
要
文
化
財

で
あ
る
「
埴
輪
　
馬
」（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

の
レ
プ
リ
カ
を
作
製
し
、
広
く
熊
谷
の
文
化
・

歴
史
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
地
域
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
活
動
や
、

地
域
の
魅
力
を
「
見
つ
け
る
、
創
る
、
磨
く
」

活
動
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
を
実

施
し
ま
す
。

　
日
本
で
最
初
の
公
認
女
性
医
師
と
な
っ
た
郷

土
の
偉
人
「
荻
野
吟
子
」
の
功
績
と
そ
の
不
屈

の
精
神
に
つ
い
て
、
市
民
参
加
型
の
演
劇
の
開

催
を
通
じ
て
次
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、

女
性
活
躍
の
ま
ち
を
推
進
し
ま
す
。

　「
食
╳
子
ど
も
」を
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
道
の

駅
を
整
備
し
ま
す
。
令
和
10
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、建
設
工
事
と
外
周
道
路
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
や
維
持
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

ほ
か
、
妻
沼
地
域
に
お
い
て
乗
合
型
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
を
運
行
し
ま
す
。

　
居
心
地
が
よ
く
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
星
川
通
り
周
辺
の
滞
留

空
間
の
整
備
の
ほ
か
、
星
溪
園
活
用
社
会
実
験

と
し
て
雲
海
ミ
ス
ト
や
屋
外
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

溪　

星溪園

じゃぶじゃぶ池

国指定重要文化財「埴輪 馬」
出典：ColBase(https://colbase.nich.go.jp/)

5 市報くまがや  令和8年4月号



知 の取組

徳 の取組

家 庭
家庭の教えで芽を出し

学 校
学校の教えで花が咲き

地 域
世間の教えで実がなる

体 の取組

知・徳
・体のバランスのとれた学力で
時代を

生き抜く力を育てます

　問
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例

例

教育相談は「教育研究所」へ
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家庭用リチウム蓄電池などの拠点回収が
はじまります！
家庭用リチウム蓄電池などの拠点回収が
はじまります！
家庭用リチウム蓄電池などの拠点回収が
はじまります！

４月１日
から

回収対象
●リチウム蓄電池

など など

●小型家電に内蔵された、リチウム蓄電池

膨張・破損している場合は「環境美化センター」 または 「環境推進課」 に直接お持ちください。

回収方法

拠点回収場所

ステップ1：テープで絶縁する ステップ2：回収ボックスに入れる

048-524-7121 048-536-1556問 問

048-524-7121

048-536-1556

0493-39-0312

048-588-9988

048-533-4046

×

×

×

×
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問

問
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048-536-1547

 

問

問

注目情報注目情報


